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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 11月 29日 (2007.11.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 デ バ イ ス の 生 産 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 半 導 体 基 板 を 準 備 し 、
　 （ ｂ ） 適 当 な 注 入 に よ っ て 、 第 １ の 深 さ を 有 す る 第 １ の ア モ ル フ ァ ス 層 を 前 記 半 導 体 基
板 の 最 上 層 に 作 成 し 、
　 （ ｃ ） 第 １ の ド ー ピ ン グ プ ロ フ ァ イ ル を 伴 う 前 記 第 １ の ア モ ル フ ァ ス 層 を 設 け る た め に
前 記 半 導 体 基 板 の 中 に 第 １ の ド ー パ ン ト を 注 入 し 、
　 （ ｄ ） 前 記 第 １ の ア モ ル フ ァ ス 層 を 部 分 的 に 再 成 長 さ せ 、 前 記 第 １ の 深 さ よ り 小 さ い 第
２ の 深 さ を 有 す る 第 ２ の ア モ ル フ ァ ス 層 を 形 成 し 、 前 記 第 １ の ド ー パ ン ト を 活 性 化 す る 第
１ の 固 相 エ ピ タ キ シ ャ ル 再 成 長 作 用 を 適 用 し 、
　 （ ｅ ） 前 記 第 １ の ド ー ピ ン グ プ ロ フ ァ イ ル よ り 高 い ド ー ピ ン グ 濃 度 を 伴 う 第 ２ の ド ー ピ
ン グ プ ロ フ ァ イ ル を 伴 う 前 記 第 ２ の ア モ ル フ ァ ス 層 を 設 け る た め に 前 記 半 導 体 基 板 の 中 に
第 ２ の ド ー パ ン ト を 注 入 し 、
　 （ ｆ ） 前 記 第 ２ の ア モ ル フ ァ ス 層 を 再 成 長 さ せ 、 前 記 第 ２ の ド ー パ ン ト を 活 性 化 す る た
め に 、 第 ２ の 固 相 エ ピ タ キ シ ャ ル 再 成 長 作 用 を 適 用 す る こ と 　 を 含 む 半 導 体 デ バ イ ス の 生
産 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 デ バ イ ス の 生 産 方 法 に お い て 、 前 記 半 導 体 基 板 は Ｓ ｉ 基 板 で あ
っ て 、 前 記 作 用 （ ｂ ） は 、 Ｇ ｅ 、 Ｇ ｅ Ｆ ２ 、 Ｓ ｉ 、 Ａ ｒ 又 は Ｘ ｅ 原 子 の う ち 少 な く と も １
つ を 用 い て 行 わ れ る 半 導 体 デ バ イ ス の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 半 導 体 デ バ イ ス の 生 産 方 法 に お い て 、 前 記 作 用 （ ｂ ） は 、 １ ０ １ ５  

ａ ｔ ｏ ｍ ｓ ／ ｃ ｍ ２ の ド ー ズ 量 及 び ２ ｋ ｅ Ｖ と ３ ０ ｋ ｅ Ｖ の 間 の エ ネ ル ギ ー で 、 Ｇ ｅ を 用
い て 行 わ れ る 半 導 体 デ バ イ ス の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】



　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 半 導 体 デ バ イ ス の 生 産 方 法 に お い て 、 前 記 作 用 （
ｃ ） は 、 ３ ｋ ｅ Ｖ と １ ０ ｋ ｅ Ｖ の 間 の エ ネ ル ギ ー 及 び １ ０ １ ４ ａ ｔ ｏ ｍ ｓ ／ ｃ ｍ ２ の ド ー
ズ 量 で 、 Ｂ 、 Ｐ 、 Ａ ｓ 及 び Ｉ ｎ の う ち 少 な く と も １ つ を 用 い て 行 わ れ る 半 導 体 デ バ イ ス の
生 産 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 半 導 体 デ バ イ ス の 生 産 方 法 に お い て 、 前 記 作 用 （
ｄ ） は 、 ５ ５ ０ ～ ７ ５ ０ ℃ で 数 秒 間 行 わ れ る 半 導 体 デ バ イ ス の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 半 導 体 デ バ イ ス の 生 産 方 法 に お い て 、 前 記 作 用 （
ｅ ） は 、 ０ ． ５ ｋ ｅ Ｖ と ３ ｋ ｅ Ｖ の 間 の エ ネ ル ギ ー 及 び １ ０ １ ５ ａ ｔ ｏ ｍ ｓ ／ ｃ ｍ ２ の ド
ー ズ 量 で 、 Ｂ 、 Ｐ 、 Ａ ｓ 及 び Ｉ ｎ の う ち 少 な く と も １ つ を 用 い て 行 わ れ る 半 導 体 デ バ イ ス
の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 半 導 体 デ バ イ ス の 生 産 方 法 に お い て 、 最 初 の ド ー
パ ン ト は 、 前 記 作 用 （ ｂ ） の 前 に 、 前 記 第 １ の ア モ ル フ ァ ス 層 よ り も 深 く 広 が っ て い る Ｈ
Ａ Ｌ Ｏ イ ン プ ラ ン ト 領 域 を 設 け る た め に 注 入 さ れ る 半 導 体 デ バ イ ス の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 固 相 エ ピ タ キ シ ャ ル 再 成 長 技 術 に よ っ て 作 ら れ る 半 導 体 デ バ イ ス で あ っ て 、
　 第 １ の 導 電 性 プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る 第 １ の 領 域 及 び 第 ２ の 導 電 性 プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る
第 ２ の 領 域 を 伴 う 半 導 体 基 板 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ の 領 域 は ６ ～ １ ２ ｎ ｍ の 厚 さ を 有 し 、 前 記 半 導 体 基 板 の 最 上 面 に 隣 接 し て 配
置 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 領 域 は ２ ～ ６ ｎ ｍ の 厚 さ を 有 し 、 前 記 第 ２ の 領 域 に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 導 電 性 プ ロ フ ァ イ ル は 、 前 記 第 １ の 導 電 性 プ ロ フ ァ イ ル よ り 低 い 導 電 性 を 有
す る 半 導 体 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の デ バ イ ス 金 属 酸 化 膜 半 導 体 デ バ イ ス

【 請 求 項 １ ０ 】
　

　
　

　

　
　

【 請 求 項 １ １ 】
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１ ～ ４ の い ず れ か １ 項

、

、

半 導 体 で あ っ て 、 で あ る こ と を 特
徴 と す る 半 導 体 デ バ イ ス 。

固 相 エ ピ タ キ シ ャ ル 再 成 長 技 術 に よ っ て 作 ら れ る 半 導 体 デ バ イ ス を 備 え る 装 置 で あ っ て
、

前 記 半 導 体 デ バ イ ス は 、
第 １ の 導 電 性 プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る 第 １ の 領 域 及 び 第 ２ の 導 電 性 プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る

第 ２ の 領 域 を 伴 う 半 導 体 基 板 を 含 み 、
前 記 第 ２ の 領 域 は 、 ６ ～ １ ２ ｎ ｍ の 厚 さ を 有 し 、 前 記 半 導 体 基 板 の 最 上 面 に 隣 接 し て 配

置 さ れ 、
前 記 第 １ の 領 域 は 、 ２ ～ ６ ｎ ｍ の 厚 さ を 有 し 、 前 記 第 ２ の 領 域 に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、
前 記 第 ２ の 導 電 性 プ ロ フ ァ イ ル は 、 前 記 第 １ の 導 電 性 プ ロ フ ァ イ ル よ り 低 い 導 電 性 を 有

す る 装 置 。

　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 半 導 体 デ バ イ ス は 、 金 属 酸 化 膜 半 導 体 デ バ イ ス で あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
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